今年度を振り返って（新チーム以降）
初めに、新チームになってから練習試合を含めて十数試合行ないましたが
他のチームと比較して劣っているところは体力面（体格含む）での見劣りです。
バットスイングにしても、フルスイング出来る強靭な下半身を身に付けている選手が少ない。（バランスが崩れる）
守備に関しても、玉際の打球に関して「一歩届かない」「捕球しても

送球動作に移れない」等の課題が見て取れました。

各自「自主トレ」で自分の弱点を補っている、と思っているのですが

中々、目に見える成果が出ていないようです。（自主トレをやっているとは思いますが再度練習内容を確認する必要がありそうです）

又、食トレに関しても野球ノートにはしっかり食べている様に記入しているのですが、時々選手本人に話を聞くと練習日にも関わらず、朝ご飯を食べて来なかった。（ぎりぎりまで寝ていた）と言う、話も聞きます。

来シーズンに向けて改めて｢食トレ｣の重要性に関しても選手に伝えて行きたいと思います。（選手本人も他のチームの同年代の選手を見て体格差を痛感しているようです）

　又、体の柔軟性（特に股関節）が無い為（毎日ストレッチしてる？）に

基本的な「守備の形」「打撃の形」が取れない選手も多くいます。
この問題に関しても、今年のオフシーズンに妥協する事無く選手を

いじめて行きたいと思います。
　又、秋季新人大会敗戦翌日の、朝の散歩の集合時間に遅れてきた選手が
多数おり、罰として米沢に帰って来てから井上精工の工場の外周を遅れた時間分（１分に付き１周）走らせました。（２５周で約１０ｋｍ）

　スタート前に「足が痛いので抜けます」「絶対無理です」と言う選手も居ましたが、自分の出来る範囲で挑戦しろ、と言って始めたところ、周回遅れの選手も居りましたが、全員１時間位で完走しました。（１年生も）
走り終わった選手からは「こんなに長い距離を走ったのは初めてだ」

と言う声や、完走した充実感を味わえた感想等の声を聞き来年度に向けて

の決意が感じられる一場面も有り、これからも自分の限界を一つずつ越えられるような練習を取り入れて行きたいと思います。
　今年の苦い経験を来年に生かす為にも、どんな時でも「平常心でプレー出来る心の状態」を築く為に、改めて私生活での「当たり前の実践」「野球の上での当たり前の実践」を徹底して行きたいと思います。

又、自分磨き（精神力の強化）の為に、苦手な事に立ち向かう行動（読書をする、嫌いな食材を我慢して食べる、ランニングをするｅｔｃ）、好きな事を断つ（ゲーム、マンガ本、ｅｔｃ）等、ご家庭でのご協力、励ましの言葉を宜しくお願い致します。

最後になりますが、選手にとっては「親」からのメッセージが最大の「励み」になると思います。どんな事でも結構ですので「野球ノート」へのコメントを宜しくお願い致します。（選手、父母、指導者の情報共有の場です）
